
学校番号 ４０８ 

 

平成 31 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ２ 第２学年 

・桐原書店「Empower English 

Expression Ⅱ Essential Course」 

・桐原書店「Empower English 

Expression ⅡEssential Course 

Workbook」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

  1 年時より文法に特化した授業から、更に応用として、それらの文法を用いた表現方法を学ぶのが

この教科書といえる。表現方法を学び、基礎的な水準の日常英会話や対話上での表現方法などを生徒が

理解を深め、他国の文化や生活環境の知識を得るとともに、それらに興味・関心を持つことを目標とし

ている。 

 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・決まった表
現や形式を
用いて、日時
や場所につ
いて発問し、
また応答で
きる。 
 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

英語Ⅱ 

英語表現

Ⅱ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ﾃｽﾄ 

・基本的な語句
や表現、文法事
項を用いて簡
単な文を（１文
程度）書くこと
ができる。 
 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

英語Ⅱ 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・小テスト 

 

・ゆっくりはっ

きりと話されれ

ば、簡単な指示

を理解すること

ができる。 

・ゆっくりはっ

きり話される対

話文やアナウン

スを聞いて必要

な情報（１語程

度）を捉えられ

る。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

英語Ⅱ 

英 語 表 現

Ⅱ 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ 

ﾃｽﾄ 

 

・挿絵や写真を

見て内容を推

測できる。 

・習った文法事

項などの知識、

推測した内容、

すでに持って

いる知識を使

ってまとまっ

た文の内容を

大まかに捉え

ることができ

る。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

英語Ⅱ 

英語表現

Ⅱ 

・定期考査 

・小テスト 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施方法 

コミュニケーション

に関心をもち、積極的

に言語活動を行い、コ

ミュニケーションを

図ろうとしているか

を的確に評価できる

方法で実施。 

CAN-DOリストによ

る「話すこと」と「書

くこと」の到達目標

を的確に評価できる

方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての

知識を身に付けているとと

もに、その背景にある文化な

どを理解しているかどうか

を的確に評価できる方法で

実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Writing in 

Different 

Genres 

 

( Lesson1 ～

20) 

( 68 時間) 

1 自己紹介 
2 旅行 
3 行楽 
4 高齢社会 
5 料理 
6 学校生活 
7 学校行事 
8 語学研修 
9 観光 
10 将来の夢 
11 統計 
12グリーティン
グカード 
13 本・漫画・映
画の紹介 
14 地域の紹介 
15思い出の言葉 
16 デジタル・コ
ミュニケーショ
ン 
17グローバリゼ
ーション 
18 地域の名産・
名所 
19 クラブ活動 
20 進路 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

Lesson1～20 までの

各トピックについて、 

・間違うことを恐れず

に，対話をしている． 

・うまく言えないこと

があっても，別の語句

や表現を使って言い

換えたりするなどし

て，対話を継続しよう

としている． 

・あいづちを打ったり

質問をするなどして，

相手の話を関心を持

って聞いている 

 

 

 

Your Turn A について

ペアワーク 

 

・間違うことを恐れ

ずに，対話をしてい

る． 

・うまく言えないこ

とがあっても，別の

語句や表現を使って

言い換えたりするな

どして，対話を継続

しようとしている． 

・あいづちを打った

り質問をするなどし

て，相手の話を関心

を持って聞いている 

・コミュニケーショ

ンテスト 

「外国語表現の能力」 

Lesson1～20 までの

各トピックについて、 

・文法にしたがって
正確な英語で表現
することができる． 

・正しいリズムやイ
ントネーションで
話すことができる． 

・相手に質問した
り，相手の質問に答
えたりすることが
できる． 

・相手の発話に対し
て適切に応答する
ことができる． 

 

 

 

(1) Your Turn A につい

てペアワーク 

(2) Your Turn B につい

てライティングを行

う 

・文法にしたがって

正確な英語で表現す

ることができる． 

・正しいリズムやイ

ントネーションで話

すことができる． 

・相手に質問したり，

相手の質問に答えた

りすることができ

る． 

・相手の発話に対し

て適切に応答するこ

とができる．Lesson1

～4 までの文法事項

を用いて書いたり
話したりできる。 

・筆記テスト（後日） 

・解答の確認 

・コミュニケーショ

ンテスト 

「外国語理解の能力」 

Lesson1～20 までの

文法事項を表す英文

の内容について質問

して，正確に答えるこ

とができる. 

 

(1) Target を使って，リ

ーディング活動をする。 

(2) Targetの内容につい

てリスニング活動をす

る。 

英文の内容について

質問して，正確に答

えることができるか

どうかを評価する． 

・コミュニケーショ

ンテスト 

・リスニング問題解

答の確認 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

Lesson1～20 までの

教科書の Check, 

Practice の問題を
使って，各文法事項
の用法を理解し，適
切に使うことがで
きるかどうかを評
価する。 

様々な場面で用い
られる語彙や表現
を習得する。 

 

 

 

教科書の Check, 

Practice の問題に取
り組む。 

教科書の Check, 

Practice の問題を

使って，各文法事

項の用法を理解

し，適切に使うこ

とができるかどう

かを評価する。

様々な場面に関す

る英語の語彙や表

現を知っている。 

・筆記テスト（後日） 



Part 2 

Writing a 

Paragraph 

( Lesson1～5) 

 

( 31 時間) 

1 人物 
2 音楽 
3 交通 
4 スポーツ 
5 多言語学習 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

各 Lesson のトピッ
クについて 

・間違うことを恐れ
ずに，うまく書けな
いことがあっても
別の語句や表現を
使って続けて書こ
うとしている． 

・必要に応じて辞書
などを活用してい
る． 

・内容・構成などに
注意を払って，何度
か書き直そうとし
ている． 

 

Task 2 ・間違うことを恐
れずに，うまく書
けないことがあっ
ても別の語句や表
現を使って続けて
書こうとしてい
る． 

・必要に応じて辞
書などを活用して
いる． 

・内容・構成など
に注意を払って，
何度か書き直そう
としている． 

・コミュニケーショ

ンテスト（後日） 

「外国語表現の能力」 

英文を読み，内容を
理解することがで
きる． 

Task 2 提出したワークシ
ートをもとに，以
下の観点から「よ
く書けている」「概
ね書けている」「ほ
とんど書けていな
い」の 3 段階で評
価する． 

・パラグラフの冒
頭に適切なトピッ
クセンテンスが書
かれている． 

・日時や時点を表
す表現を効果的に
使いながら，時間
の流れに沿って，
錦織圭選手の足跡
が説明されてい
る． 

・パラグラフの内
容をまとめる文と
して，適切な結び
の文が書かれてい
る． 

 

・筆記テスト（後日） 

「外国語理解の能力」 

英文を読み，内容を
理解することがで
きる． 

Model Paragraph 

Task 1 

英文の内容につい
て質問して，正確
に答えることがで
きるかどうかを評
価する。 

教科書の設問（表
完成）に正確に答
えることができる
かどうかを評価す
る． 

 

 

・コミュニケーショ

ンテスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

Check, Practice の
問題を使って，各用
法を理解し，適切に
使うことができる。 

Check, Practice Check, Practice

の問題を使っ
て，各用法を理
解し，適切に使
うことができる
かどうかを評価
する． 

 

・解答の確認 

・筆記テスト（後日） 



Part 3 

Speaking 

 

( Lesson1～5) 

( 32 時間) 

1 日常生活 
2 スピーチ 
3 修学旅行 
4 スポーツ 
5 多言語学習 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

Lesson1～5 の各トピ

ックについて即興の
会話をしたり、スピ

ーチができる。 

Task B-2 ・積極的に話題を
提供して，相手と
のスムーズな関係
を気づこうとして
いる． 

・間違うことを恐
れずに，会話をし
ている． 

・うまく言えない
ことがあっても，
別の語句や表現を
使って言い換えた
りするなどして，
会話を継続しよう
としている． 

・あいづちを打っ
たり質問をするな
どして，相手の話
を関心を持って聞
いている．a．段落
ごとの表現方法を
理解・活用するた
め，聞き取りや音
読，言語活動に積
極的に取り組んで
いる。 

b．段落ごとの表現
方法を意識しなが
ら，英語で表現し
ようとしている。 

・コミュニケーショ

ンテスト 

・活動の観察 

「外国語表現の能力」 

Lesson1～5 の各トピ

ックについて即興の
会話をしたり、スピ
ーチすることがで
きる． 

Task B-2 ・相手の質問に答
えることができ
る． 

・相手の話に反応
したり，感想を述
べたりすることが
できる． 

・相手の応答に対
して，続きの質問
をすることができ
る． 

・聞かれたことと
同じ質問を返し
て，相手のことを
尋ねることができ
る． 

・コミュニケーショ

ンテスト 

・活動の観察 

・筆記テスト（後日） 

「外国語理解の能力」 

Lesson1～5 の各トピ

ックを話題にした即
興の会話やスピー
チを読み，内容を理
解することができ
る． 

Task A 英文の内容につい
て質問して，正確
に答えることがで
きるかどうかを評
価する． 

・解答の確認 

・コミュニケーショ

ンテスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

Lesson1～5 の各トピ

ックの表現の用法に

ついて理解してい

る 

Task A Task A の問題を
使って，各表現
の用法を理解
し，適切に使う
ことができるか
どうかを評価す
る．a．段落ごと
の表現方法によ
って様々な働き

・解答の確認 

・活動の観察 



 

があることを知
っている。 

 


